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林業家と共に伐採見学会を主催
目前で、樹齢120年　直径1.2m

高さ40mを超えるの木が
倒れるときの音は
言い表すことができない
とても、とても大きな音

繋がりがみえる、顔がみえる
過酷な山の仕事を選んだことに
誇りを持って取り組んでいる林業家
自分たちが育てた木が
自分たちが倒した木が
街でどうやって使われているんだろう

遠くから見る森、近くで見る林
山に生えている木は
パパやママのおばあちゃんよりも
長生きしていた木
近くでみたら
大きくてびっくりします

山と街を

つなげること

CONNECTING 

MOUNTAIN WITH 

TOWNS.

木造の住まいを、

ぎふの木をつかって、

地域の職人と共につくろう

関市洞戸の杉林
植林から50年を迎えた杉は
外国産の輸入木材に押されて
木造住宅でのシェアを失い
結果として
山が荒廃しつつあります
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大工：建てて舞う（たてまえ）
危険と隣り合わせの現場で 

一人一人の大工がもつ
卓越した技術を惜しみなく発揮し
美しい骨組みを
華麗に組み上げます

左官：一枚の壁を塗る
何種類もの鏝（こて）を用いて
大きな一枚の壁に
昔ながらの工法で
技と時間を掛けて
命を吹き込む仕事です

木加工：我が子を送り出す気持ち
加工を施した部材を
現場で組み立てる時の気持ちは
我が子の旅立ちの時と
似ているかもしれないと
聞いたことがあります

住まい手と職人を

つなげること

CONNECTING 

PEOPLE WITH 

CRAFTSMEN

木造の住まいを、

ぎふの木をつかって、

地域の職人と共につくろう

住まい手と土間玄関の床にビー玉入れ
ひとつひとつの住まいにあった
つくり方があって
そこに携わる職人は
毎日毎日、丁寧に、懸命に
住まいと向き合っています
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ランチミーティング
意思の疎通、意識の共有
住まいづくりに欠かせないこと
住まい手と作り手が
同じ時間を共有することが
大切なこと

何回でも、どれだけでも
住まい手と建築士は
信頼関係で繋がることが何より重要
そのための打ち合わせは
住まい手が納得するまで
何度も何度も行うもの

誰が為の住まい
これからの10年と
そのあとの10年
今しかできないことと
後からでもできること
建築士と住まい方を見極めよう

住まい手とケンチクを

つなげること

CONNECTING 

WITH HOMES

木造の住まいを、

ぎふの木をつかって、

地域の職人と共につくろう

作り手との時間の共有
何も無いところに
一件の住まいが建つ新築
今まで暮らした住まいを
大きくリニューアルするリフォーム
どちらも節目を大切に工事を進めます
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風と光の通り道
風が抜ける
光が降り注ぐ
目と目が合う
声が良く通る
目覚ましが要らない？

寂しくない家事
キッチンに立つお父さん
テーブルで宿題をするお子さん
ソファでテレビを見るお母さん
ただいまの声だけじゃなく
良いことがあった時の顔が見られます

みんなで料理をつくろう
アイランド型のキッチンを囲んで
楽そうな笑い声が聞こえてきそうな
家事空間をつくろう
たくさんの収納と
美しい照明計画とあわせて・・

吹き抜けで

家族と暮らしを

つなげること

CONNECTING 

FAMILIES WITH 

LIFESTYLES 

THROUGH SPACE

木造の住まいを、

ぎふの木をつかって、

地域の職人と共につくろう

気配が伝わる住まい
リビング、ダイニング、キッチン
ひとつ屋根の下で
みんなの気配が伝わるように
家族の心が繋がるような
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ゲストのための空間でもあり
廊下からもリビングからも
繋がる和の空間
仕切りを閉じれば
ゲストの為の空間に
早変わりする

家族のための空間でもある
特別なリビングが無くても
いつもは開け放しておけば
そこは家族のための広いリビング空間に
もちろん
仕切りを閉じることも

その先に自然と繋がるように
玄関ホールから
きらきら光った障子がみえて
ここを開ければ
リビングの中
ゲストルームに繋がります

家族とゲストを

つなげること

CONNECTING  

FAMILIES WITH 

GUESTS

 

木造の住まいを、

ぎふの木をつかって、

地域の職人と共につくろう

ようこその気持ちが伝わる
ドアを開けると
目の前に拡がる明るい空間
住まいの顔になる部分だから
施主の気持ちのままに
暖かく迎えられる空間に・・
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玄関ホールと階段
閉鎖的になってしまう長い廊下に
階段を設ければ
上階からの光が降り注ぐ
明るい吹き抜け空間になります
通るのが楽しみになります

スキップフロアと階段
手前と奥のフロアにはおよそ1mの高低差
階段越しに見えるキッチンも
一段低いダイニングも
目線の高さが違う
躍動感のある空間になります

スキップフロアとリビング
スキップフロアで繋がる大きな
吹抜け空間
ナナメに繋がって
みんなが同じ部屋に
ずっといられるように・・

フロアを

階段でつなげること

CONNECTING 

FLOORS WITH 

SPACES

木造の住まいを、

ぎふの木をつかって、

地域の職人と共につくろう

小さくつくる、広くつかう
奥行き方向、高さ方向に拡がる空間
ときどきつかう特別な部屋も
階段を吹き抜けに取り込んで
仕切らず兼用することで
小さく、広く
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デザインと空間のコントロール
今までと同じ部屋なのに
リフォームをしたら明るく
広く感じるようになりました
なぜって、天井の目地や、建具の形
畳の縁の方向もデザインしましたから

今まで使っていたキッチンが
昔から使っている壁付けのキッチン
対面型にして
高さを５センチ上げて
みんなが座れるカウンターをつけたら
新しいインテリアになりました

インテリアになりました
既存の間取りを大きく変えたら
キッチンを中心に
新しい暮らし方が生まれました
もっと早く工事をすれば良かったと
アーキ・キューブに頼んで良かったと

古いものと

新しいものを

つなげること

CONNECTING THE 

OLD WITH THE NEW

木造の住まいを、

ぎふの木をつかって、

地域の職人と共につくろう

いままでの風景を忘れる
寒かった玄関
暗かった玄関
狭かった玄関
床鳴りのした玄関
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あとから仕切れる個室 1

あらかじめ扉の位置に
溝を作っておけば
あとから簡単に
扉で仕切ることができます
あとから一部屋に戻すことも容易です

あとから仕切れる個室 2

お子さんが幼いうちは
家族の寝室として使うなど
ライフスタイルの変化に合わせて
個室の使い方を考えれば
すぐに楽しい暮らしが見つかります

あとから仕切れる個室 3

ロフトは
秘密基地になったり
星座観察スペースになったり
ベッドルームになったり
物置き場になったりと・・

ゆっくりと

完成させないこと

A HOME 

THAT GROWS 

WITH YOU

 

木造の住まいを、

ぎふの木をつかって、

地域の職人と共につくろう

一度に工事をすべて行わない
10年後、20年後
子供達のライフスタイル
一度にお金を使わず
後からできることを作っておくと
これからの住まいがもっと楽しくなる
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住まい手の
考える暮らしを
ひとつひとつ
形にすること
経歴

00年 ARCHI-CUBE　設立　

01年 有)アーキ・キューブ

　　　　　　改称・法人化　

受賞歴

07年 ぎふの木で家づくり

　　　コンクール：優秀賞

10年 ぎふの木で家づくり

　　　コンクール：入賞

役職等

05年～09年 

岐阜県立森林文化

アカデミー非常勤講師

10年～11年　国土交通省

中古住宅・リフォーム

トータルプラン検討会委員

資格

 一級建築士 設計専攻建築士

 岐阜県木造住宅耐震相談士

 高齢者向住宅改修相談士

 震災応急危険度判定士

趣味

家庭菜園・読書

大石　佳知


